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令和7年度版『中学数学』内容解説資料 

 

１年１章「整数の見方」の指導について 

 

１．学習指導要領の変遷と「整数の見方」の扱い 

 これまでの学習指導要領の変遷をまとめると、右の

ようになります。右のＡ～Ｄの時代までの中学校第 1

学年の教科書は、「整数の見方」の学習からスタートし

ていました。Ｅの時代からは、「整数の見方」の学習は

小学校に移行しましたが、素数や素因数分解について

は中学校第 3 学年で学習することとなりました。ま

た、Ｇの時代には、素数のみ小学校に移行しました。 

このような変遷を経て、現行の学習指導要領（ Ｈの

時代）では、「自然数を素数の積として表すこと」は中学校第 1 学年で取り扱うこととなっています。

これについて、（ 中学校学習指導要領（ 成 29年告示）解説 数学編』では、次のように述べられてい

ます。 

自然数を素数の積として表すこと（［内容の取扱い］(1)） 

 内容の取扱い(1)に示されているように，自然数を素数の積として表すことを内容の「Ａ数と式」の(1)

などに関連して取り扱う。これは，自然数を素数の積として表すことによって，小学校算数科で学んで

きた整数の性質についての理解を深め，中学校での学習につなげることができるからである。 

小学校算数科では，整数の性質について，偶数，奇数，約数，倍数，最大公約数，最小公倍数という

観点から学習しているが，素数については学習していない。 

ここでは，１より大きい自然数が，１とその数自身以外には約数をもたない数とそうではない数とに

分けられること，すなわち，素数と素数ではない数との２種類に分けられることを理解できるようにす

る。 

素数ではない数は，その約数を用いて幾つかの自然数の積で表すことができる。また，それらの自然

数の中に素数でないものがあれば，さらに，その約数を用いて積に表すという操作を続けていくと，最

終的には素数だけの積で表すことができる。これが素因数分解であり，その表し方はただ一通りに決ま

る。分解の順序をいろいろに変えても，整理すると結果は同じ素数の積になることを活動を通して具体

的に知ることができるようにする。このように自然数を素数の積で表すことにより，算数で学習した約

数，倍数などの整数の性質について捉え直すことができるようにする。 

 

 このように、自然数の素因数分解には、単に自然数を素数の積で表すだけでなく、それによって算数

で学習した約数や倍数などの整数の性質について捉え直すことができるようにするという目的があり

ます。また、自然数を素数の積で表すという新たな見方は、以降の学習においても問題の状況や場面に

応じて活用できる汎用的な知識・技能となり、これは深い学びへとつながっていくものと考えられます。 

 つまり、自然数の素因数分解は、中学校の数学を始めるにあたって、小学校での学びを振り返りなが

ら数学科の目標を実現させていくのに適した学習テーマとして位置づけることができます。 

 そこで、当社の教科書では、１年１章に「整数の見方」という章を設け、自然数の素因数分解を中学

校数学の授業開きとして扱うことができるようにしました。 

 

Ａ 昭和 22年 生活単元学習時代 

Ｂ 昭和 33年 系統学習時代 

Ｃ 昭和 44年 数学教育現代化時代 

Ｄ 昭和 52年 基礎・基本の時代 

Ｅ 成 （元（年 個性化・多様化の時代 

Ｆ 成 10年 厳選とゆとりの時代 

Ｇ 成 20年 生きる力の時代 

Ｈ 成 29年 資質・能力の 3つの柱の時代 
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２．１年１章で「整数の見方」を指導するよさ 

① 小中の接続をなめらかにすることができる 

「整数の見方」を教科書の最初の章に位置づけることによって、内容と学び方の 2つの面から小中の

接続をなめらかにすることができます。 

内容の面では、これまでものの個数を数えるときに使ってきた自然数を最初に取り扱うことで、小学

校までの正の整数を起点として、中学校での数学の学習を緩やかにスタートさせることができます。新

しい内容が増えていくイメージをもたせるよりも、既習の学習内容に対して、視点を増やすと新たな捉

え方もできるという体験をさせるほうが、生徒にとって算数・数学の内容の接続がなめらかになるでし

ょう。 

 学び方の面では、（「問い」をもとにした問題発見・解決のサイクルは算数だけではなく数学でも同様に

 し得ることを体得することができます。（「整数の見方」の学習では、（「30までの素数を学んだとき、こ

のあとの素数はどうなるのか？」、（「素因数分解をしているとき、表し方はどれくらいあるのか？」など、

生徒のなかに素朴な「問い」が生じやすいためです。また、「整数の見方」で扱う学習内容は、算数が苦

手であった生徒や計算に不安をもつ生徒にとっても、着手しやすく気づきが促されるものです。このこ

とによって、これからの数学の学習に期待をもつとともに、生徒自身の安心感を醸 することもできま

す。さらに、比較的短い章のため、1つの章を通しての教科書の使い方、学び方、学習習慣のつけ方を

定着させていくのにも適しています。 

指導する教師にとっても、小学校のときに培われた算数の力がどの程度なのかを把握することができ

ます。（「整数の見方」の学習では、小学校での整数の見方 偶数（・奇数の類別、約数・倍数、公約数・公

倍数の見方など、具体的な場面に即した整数の性質の理解）や、それらを使って計算する能力などを見

取ることが可能です。さらに、算数の力には、数学的な見方（・考え方など、単にペーパーテストでは見

取ることのできないものも含まれており、それらは授業を通して捉えていくものでもあります。観点を

決めて分類整理する、能率よく処理する、既習内容をもとに考える、根拠に基づいて説明するなど、生

徒がどのようにして数学的な見方（・考え方を働かせているのかを観察することもできるでしょう。数や

式に関する理解度を把握しておくことは、（「正の数、負の数」の学習をはじめ、中学校での学習を展開し

ていくうえで大切です。 

また、1年 1章（「整数の見方」は3時間構 でつくられており、教師が単元構 を検討しやすくなっ

ています。例えば、指導に生かす評価と記録に生かす評価をどう配列するか、個別最適な学びをどこに

位置づけるか、振り返りの在り方をどう工夫するかなど、指導計画の立案に試行的に取り組むことも可

能です。 

▲1年p.4-5 
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② これからの数学の学習に必要な知識や考え方を定着させることができる 

 （「整数の見方」の学習を通して、これからの数学の学習で必要となる知識の確かな理解を図ることが

できます。「整数の見方」では、以下のように、数に関するいくつかの用語を取り扱っています。 

   自然数 （ 倍数 （約数 （ 素数 （素因数 （素因数分解 （累乗 （ 指数 

 これらの用語は、いずれも数の学習においては大切なものであり、きちんと理解しておく必要があり

ます。（「正の数、負の数」の学習においても使われるものであり、（「正の数、負の数」の学習の前にそれ

ぞれの意味の確かな理解を図ることが可能となります。 

 とくに、累乗については、負の数に拡張する

前に扱うことで、スモールステップで理解を

深めることができるようにしています。累乗

の学習を通して、全国学力・学習状況調査等で

課題があると指摘されている「数学的な表現

を用いた理由の説明」を経験することもでき

ます。例えば、23＝6 や 32＝6といった誤答

が起こりえますが、これが誤答である理由の

説明を数の拡張前の段階で扱うことができ、

早い段階から説明力の向上の機会が得られま

す。さらに、数の拡張後には、例えば、－32と(－3)2の違いなどで混乱を生じる可能性がありますが、

累乗の指導を数の拡張前に行っておけば、この段階ではその学び直しとして、既習内容をもとにした説

明力の向上の機会にもつながります。知識の関連づけに学びの特質がある数学科においては、このよう

に、既習内容を根拠にして、新たに学んだ知識について説明できるようにすることが大切です。知識・

技能を身につけさせる段階で、既習内容と新しい学習内容を生徒自身で関連づける学習を継続すること

により、既習の数学を活用して数学的な見方・考え方を働かせる状態に導くことができるようになると

考えられます。このことは、思考力・判断力・表現力や主体的に学習に取り組む態度の育 にも貢献す

るでしょう。また、累乗を負の数に拡張する前に扱うことで、累乗という算数では学ばなかった簡潔な

表現を、素因数分解の学習によって役立てることも可能となります。 

 

 知識だけでなく、これからの数学の学習で大切にしたい考え方を意識させることもできます。素因数

分解を学習すると、例えば、64という数を見たときに、82や 26というような乗法的な見方ができるよ

うになるなど、数の捉え方が変わります。このように、1つの数からさまざまな見方や表現ができるこ

とは、中学校の数学を学ぶうえで大切な視点となります。 

また、素因数分解の学習では、自然と

数を式で表現する機会が増えます。例え

ば、1 年 p.17 問 5 で 30 を素因数分解

する際には、30＝2×15＝2×3×5、 

30＝3×10＝3×2×5 と 2 つの見方で

「式に表す」活動を通して、その表現が

一意に定まることを理解します。 
▲1年p.17 

▲1年p.18 
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1 年 p.20 では、素因数分解を利用して 60 の約数を

求める活動に際して、数を（「式で捉える」（「式で調べる」

「式で考える」という学習を経験します。 

「式に表す」「式で捉える」「式で調べる」「式で考え

る」ことは、いずれも、「正の数、負の数」の学習のな

かでも常に必要となります。さらに、文字式や1次方程

式でも、式での表現、操作、考察など、常に式で考える

ことが求められます。生徒は、式に表したり、式で考え

たりすることがなかなかできませんが、このように数学

では、算数での学習と比べ、はるかに式を利用する機会

が増えます。素因数分解の学習を通して、式に表し、式

で考えることの素地をつくるとよいでしょう。 

さらに、1年 p.281の「数学の広場」で取り上げられている最大公

約数と最小公倍数について扱うことも有効です。算数では小さな整数

で手続き的にわり進めたり、倍数に着目して羅列したりすることで、

最大公約数や最小公倍数を求める経験をしてきました。素因数分解を

利用してこれらを求める方法を学習することは、素因数分解の概念的

理解を深めるだけでなく、整数の性質についての着想をひろげる機会にもなると考えられます。 

 

 

③ 数学の魅力や有用性を実感させることができる 

素数や素因数分解は、古くはギリシャの時代から、数学という学問のな

かでも常に数学者の心を捉え続けてきたものの1つです。素数は、1とそ

の数自身でしかわることができないというシンプルな考え方に基づくも

のです。しかし、一方ではその出現が予測できないという特徴を持ち合わ

せ、素数が正確に導き出せる数式を未だ人類で発見した者はいません。し

たがって、素数かどうかを判定することは、数が大きくなればなるほど簡

単なことではなくなり、このことがネット上の暗号技術を支えているなど、

私たちの社会でとても役に立っています。 

素数や素因数分解は、自然界とも密接なつながりがあります。1年 p.12

の「章とびら」と p.22 の「数学の広場」で取り上げられている素数ゼミ

の話題は、その一例です。中学校の数学は少しずつ現実と離れていくよう

に見えますが、実際は現実の世界ととても深い関わりがあるということを、

この例を通して実感させることができます。 

数学の夢と魅力と実用を兼ね備えたこの素数の学習は、数学の学習の入

口となる章で取り上げるのにふさわしいものといえます。 

 

 

▲1年p.20 

本資料は、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則り、配付を許可されているものです。 

▲1年p.281 

▲1 年 p.341 


